
決算のポイント

セグメント別業績の概況

（前年同期比 3.7％増）
億円312

売上高

（前年同期比 20.4％減）
億円51

経常利益 電池材料製品の販売が堅調に推移したも
のの、二輪車向け排ガス用触媒の販売減
少、レアメタル化合物の価格下落、在庫
要因等があり、経常利益は減益。

（前年同期比 4.7％減）
億円654

売上高

（前年同期は9億円の経常利益）
億円28

経常損失 亜鉛などの需要は震災影響のあった前年
同期に比べ増加したものの、金属価格が
下落。加えて在庫要因等により経常損失
を計上。

（前年同期比 22.6％減）
億円367

売上高

（前年同期比 45.9％減）
億円10

経常利益 市況低迷により、汎用銅箔および極薄銅
箔の販売が減少し、その他製品について
も低調に推移。その影響等により経常利
益は減益。

（前年同期比 15.5％減）
億円594

売上高

（前年同期は33億円の経常利益）
億円4

経常損失
各製品とも需要が総じて低調に推移。加
えて在庫要因等により経常損失を計上。

（前年同期比 17.6％増）
億円467

売上高

（前年同期比 148.8％増）
億円35

経常利益 北米市場等の好調な自動車需要やエコ
カー補助金の影響等により販売が増加
し、経常利益も増益。

金属・資源

％27.4

電子材料

％15.3

自動車機器

％19.5

素材関連

％24.8

1
POINT

　エコカー補助金の後押し等により、自動車産業に関連する製
品の販売は増加したものの、金属価格の下落や電子材料全般の
市況低迷により、その他の製品の販売が総じて減少。この結果、
売上高は前年同期比110億円（5.1％）の減収。

2
POINT

　損益面では、販売減少の影響および金属価格の下落等によ
り、営業利益は前年同期比75億円（56.8%）、経常利益は前年同
期比75億円（61.6%）の減益。さらに固定資産除却損等の特別損
失、税金費用等を計上した結果、四半期純利益は前年同期比
44億円（63.0％）の減益。

3
POINT 　通期では、当上半期決算と足もとの状況を勘案し、売上高は

4,160億円、営業利益は143億円、経常利益は120億円、当期
純利益は60億円の見込。
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億円57
営業利益

（前年同期比 56.8％減）

億円46
経常利益

（前年同期比 61.6％減）

億円26
四半期純利益

（前年同期比 63.0％減）

億円2,070
売上高

（前年同期比 5.1％減）

％13.0
機能材料

※各セグメントの売上高および経常損益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。
※グラフはセグメント別の売上高構成比を表しています。

※�通期見込につきましては、2012年11月6日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。
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株主の皆様へ

2012年4月1日　　　2012年9月30日
上半期報告書第88期

ガソリン排ガス
一酸化炭素（CO）
炭化水素（HC）
窒素酸化物（NOX）

浄化された排ガス
二酸化炭素（CO2）
水（H2O）
窒素（N2）

● 排ガス用触媒の構造

三元触媒

3種類の物質を
同時に浄化 触媒部分

セラミックス基材

会社概要（2012年 9月 30日現在） 株式の状況（2012年 9月 30日現在）
社 名	 三井金属鉱業株式会社
（Mitsui�Mining�&�Smelting�Co.,�Ltd.）
［呼称：三井金属／MITSUI�KINZOKU］

設 立� 1950年5月1日

資 本 金� 42,129百万円

発行可能株式総数	 1,944,000,000株

発行済株式総数� 572,966,166株

株主数� 56,162名

所有者別株式分布状況

　株主の皆様には、平素から格別のご支援を賜り厚く御礼申しあげます。第88期上半期
（2012年4月1日から2012年9月30日まで）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、個人消費の持ち直しや米国経済の緩やかな回復基調
などがあるものの、円高や欧州金融危機の長期化、新興国経済の成長鈍化など厳しい
状況の中で推移しました。下半期においても、これらに加えて、中国における日本製品
の販売減少による影響も懸念されることから、先行きの不確実性は依然として高い状況
にあります。
　このような環境下ではありますが、三井金属グループでは、近く向こう３ヵ年の「攻め」
と「守り」の計画を策定し、中核３事業である機能材料、金属・資源、電子材料の各事
業体を中心にスピーディーかつグローバルに成長戦略を実行していくことで、役員・従業
員一同、「マテリアルの知恵を活かした素材事業にて持続的に成長する会社」を目指して
まいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
　なお、中間配当につきましては、財務体質改善を優先し、見送らせていただきました。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

ご挨拶

代表取締役社長

■�証券会社　1.97％
■�外国人　18.22％

■�その他法人　5.46％

■�金融機関　37.56％
■�個人・その他　36.79％

ご挨拶

第88期上半期レビュー　データ編

第88期上半期レビュー　ニュース編

事業本部長インタビュー　
機能材料事業本部長　森田　正久

CLOSE UP　有害物質から環境を守る
「排ガス用触媒」

contents

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈	株式事務のお取扱い	〉
1.	未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2.	住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社にお申し出
ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索
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（前年同期比 3.7％増）
億円312

売上高

（前年同期比 20.4％減）
億円51

経常利益 電池材料製品の販売が堅調に推移したも
のの、二輪車向け排ガス用触媒の販売減
少、レアメタル化合物の価格下落、在庫
要因等があり、経常利益は減益。

（前年同期比 4.7％減）
億円654

売上高

（前年同期は9億円の経常利益）
億円28

経常損失 亜鉛などの需要は震災影響のあった前年
同期に比べ増加したものの、金属価格が
下落。加えて在庫要因等により経常損失
を計上。

（前年同期比 22.6％減）
億円367

売上高

（前年同期比 45.9％減）
億円10

経常利益 市況低迷により、汎用銅箔および極薄銅
箔の販売が減少し、その他製品について
も低調に推移。その影響等により経常利
益は減益。

（前年同期比 15.5％減）
億円594

売上高

（前年同期は33億円の経常利益）
億円4

経常損失
各製品とも需要が総じて低調に推移。加
えて在庫要因等により経常損失を計上。

（前年同期比 17.6％増）
億円467

売上高

（前年同期比 148.8％増）
億円35

経常利益 北米市場等の好調な自動車需要やエコ
カー補助金の影響等により販売が増加
し、経常利益も増益。

金属・資源

％27.4

電子材料

％15.3

自動車機器

％19.5

素材関連

％24.8

1
POINT

　エコカー補助金の後押し等により、自動車産業に関連する製
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2
POINT

　損益面では、販売減少の影響および金属価格の下落等によ
り、営業利益は前年同期比75億円（56.8%）、経常利益は前年同
期比75億円（61.6%）の減益。さらに固定資産除却損等の特別損
失、税金費用等を計上した結果、四半期純利益は前年同期比
44億円（63.0％）の減益。

3
POINT 　通期では、当上半期決算と足もとの状況を勘案し、売上高は

4,160億円、営業利益は143億円、経常利益は120億円、当期
純利益は60億円の見込。

第 88期上半期レビュー　データ編

億円57
営業利益

（前年同期比 56.8％減）

億円46
経常利益

（前年同期比 61.6％減）

億円26
四半期純利益

（前年同期比 63.0％減）

億円2,070
売上高

（前年同期比 5.1％減）

％13.0
機能材料

※各セグメントの売上高および経常損益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。
※グラフはセグメント別の売上高構成比を表しています。

※�通期見込につきましては、2012年11月6日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。

CLOSE�UP

 

有
害
物
質
か
ら
環
境
を
守
る

「
排
ガ
ス
用
触
媒
」

排
気
ガ
ス
を
浄
化
す
る
た
め
の
重
要
な
部
品

各
国
の
環
境
規
制
導
入
で
需
要
拡
大

　
排
ガ
ス
用
触
媒
と
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物（
N
O
X
）や
一
酸
化
炭

素（
C
O
）な
ど
を
浄
化
す
る
部
品
で
す
。
網
目
状
に
加
工
し
た
円
筒
形
の
ス
テ

ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
合
金
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
を
、
触
媒
反
応
を
起
こ
す
貴
金
属

類
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
焼
成
し
た
も
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
管（
マ
フ
ラ
ー
）

に
搭
載
さ
れ
ま
す
。

　
当
社
の
触
媒
事
業
は
、
二
輪
車
向
け
が
主
力
で
、
世
界
シェ
ア
の
50
％
強
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
け
る
環
境
規
制
の
導
入
が
進
み
、

排
ガ
ス
用
触
媒
を
搭
載
し
た
二
輪
車
の
需
要
が
増
加
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

欧
州
統
一
の
排
ガ
ス
規
制
基
準「
ユ
ー
ロ
3
」な
ど
、
環
境
規
制
が
要
求
す
る
数

値
は
、
排
ガ
ス
用
触
媒
の
搭
載
な
し
に
は
ク
リ
ア
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
当
社

は
本
年
1
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
生
産
拠
点
を
新
設
す
る
な
ど
、
こ
の
需
要
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

研
究
開
発
の
注
力
テ
ー
マ
は

「
省
貴
金
属
化
」に
よ
る
製
品
コ
ス
ト
の
低
減

　
排
ガ
ス
用
触
媒
に
は
、
有
害
物
質
を
除
去
す
る
た
め
に
、
白
金
、
パ
ラ
ジ

ウ
ム
、
ロ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
貴
金
属
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
使
用
を
低
減
す
る

「
省
貴
金
属
化
」は
、
製
品
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
重
要
な
テ
ー
マ
。
触

媒
性
能
や
耐
熱
性
・
耐
久
性
を
維
持
し
つ
つ
、
貴
金
属
の
使
用
を
抑
え
る
た
め

の
材
料
開
発
・
生
産
技
術
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
当
社
は
排
ガ
ス
用
触
媒
の
普
及
に
向
け
て
、
製
品
性
能
と

ロ
ー
コ
ス
ト
化
を
追
求
し
、
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

証券コード：5706

株主の皆様へ

2012年4月1日　　　2012年9月30日
上半期報告書第88期

ガソリン排ガス
一酸化炭素（CO）
炭化水素（HC）
窒素酸化物（NOX）

浄化された排ガス
二酸化炭素（CO2）
水（H2O）
窒素（N2）

● 排ガス用触媒の構造

三元触媒

3種類の物質を
同時に浄化 触媒部分

セラミックス基材

会社概要（2012年 9月 30日現在） 株式の状況（2012年 9月 30日現在）
社 名	 三井金属鉱業株式会社
（Mitsui�Mining�&�Smelting�Co.,�Ltd.）
［呼称：三井金属／MITSUI�KINZOKU］

設 立� 1950年5月1日

資 本 金� 42,129百万円

発行可能株式総数	 1,944,000,000株

発行済株式総数� 572,966,166株

株主数� 56,162名

所有者別株式分布状況

　株主の皆様には、平素から格別のご支援を賜り厚く御礼申しあげます。第88期上半期
（2012年4月1日から2012年9月30日まで）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、個人消費の持ち直しや米国経済の緩やかな回復基調
などがあるものの、円高や欧州金融危機の長期化、新興国経済の成長鈍化など厳しい
状況の中で推移しました。下半期においても、これらに加えて、中国における日本製品
の販売減少による影響も懸念されることから、先行きの不確実性は依然として高い状況
にあります。
　このような環境下ではありますが、三井金属グループでは、近く向こう３ヵ年の「攻め」
と「守り」の計画を策定し、中核３事業である機能材料、金属・資源、電子材料の各事
業体を中心にスピーディーかつグローバルに成長戦略を実行していくことで、役員・従業
員一同、「マテリアルの知恵を活かした素材事業にて持続的に成長する会社」を目指して
まいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
　なお、中間配当につきましては、財務体質改善を優先し、見送らせていただきました。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

ご挨拶

代表取締役社長

■�証券会社　1.97％
■�外国人　18.22％

■�その他法人　5.46％

■�金融機関　37.56％
■�個人・その他　36.79％

ご挨拶

第88期上半期レビュー　データ編

第88期上半期レビュー　ニュース編

事業本部長インタビュー　
機能材料事業本部長　森田　正久

CLOSE UP　有害物質から環境を守る
「排ガス用触媒」

contents

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈	株式事務のお取扱い	〉
1.	未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2.	住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社にお申し出
ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索
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高い成長が見込まれる 電池材料と触媒に注力

事業本部長インタビュー

2
0
1
3
年
3
月
期

第
３
四
半
期
決
算
発
表

上旬

2
0
1
3
年
3
月
期

決
算
発
表

上旬

決
算
日
・
基
準
日

31日

第
88
期
定
時
株
主
総
会

招
集
ご
通
知
発
送

上旬

第
88
期
定
時
株
主
総
会
開
催

下旬

森田 　正久

取締役　兼　常務執行役員
機能材料事業本部長

中
国
江
蘇
省
に
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
の
製
造・販
売
子
会
社

「
三
井
金
属
特
種
陶
瓷

（
蘇
州
）有
限
公
司
」を
設

立
し
ま
し
た
。
中
国
市
場

の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
需
要
増
に

対
応
し
、
同
国
内
に
製

造
・
販
売
拠
点
を
築
く
こ

と
で
成
長
を
目
指
す
も
の

で
す
。
操
業
開
始
は
2
0
1
3
年
10
月
の
予
定
で
す
。

6
月
28
日
午
前
10
時
よ
り
、
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
ゲ
ー

ト
シ
テ
ィ
大
崎
ウ
エ
ス
ト
タ
ワ
ー
地
下
1
階
）に
て
第
87
期

定
時
株
主
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
決
議
事
項
と
し
て
、

剰
余
金
処
分
お
よ
び
取
締
役
賞
与
支
給
が
承
認
可
決
さ

れ
、
監
査
役
に
髙
井
龍
彦
、
小
佐
野
明
、
若
杉
隆
平
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
井
金
属
ア
ク
ト
株
式
会
社
　 

は
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
、

自
動
車
用
機
能
部
品
の
製
造・販
売
子
会
社
と
し
て

「M
ITSU

I KIN
ZO

KU
 A

C
T M

EXIC
A

N
A

, S.A
. 

de C
.V

.

」を
設
立
し
ま
し
た
。
操
業
開
始
は
2
0
1
3

第
87
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催

会
社
提
案
を
承
認
可
決
、
監
査
役
を
選
任

6月
中
国
市
場
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
需
要
増
に
対
応
し

現
地
に
製
造
・
販
売
子
会
社
を
設
立

6月

三
井
金
属
ア
ク
ト
が
メ
キ
シ
コ
拠
点
に
て

自
動
車
用
機
能
部
品
を
製
造
・
販
売

7月

2012年

用
語
解
説

三井金属アクト株式会社
当社100％子会社として、ドアロックを中心とする自動
車用機能部品の開発・製造・販売を国内・海外で展開。

今
後
の
IR
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2013年1月2月3月4月5月6月

　
機
能
材
料
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い

る
の
は
、
主
に「
電
池
材
料
」「
触
媒
」

「
機
能
粉
」「
レ
ア
メ
タ
ル
」「
単
結
晶
」

の
5
つ
の
事
業
で
す
。
こ
の
う
ち
将
来
の

大
き
な
成
長
が
期
待
で
き
る
の
は
、
電

池
材
料
と
触
媒
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
につ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
電
池
材
料
事
業
の
中
心
は
、
ニッ
ケ
ル

水
素
電
池
用
の
水
素
吸
蔵
合
金
や
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
用
の
マ
ン
ガ
ン

酸
リ
チ
ウ
ム
で
す
。
特
に
、
水
素
吸
蔵

合
金
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
販
売
好
調

を
受
け
、
売
上
を
拡
大
中
で
す
。
触
媒

事
業
は
、
二
輪
車
向
け
排
ガ
ス
用
触
媒

が
主
力
で
、
こ
れ
は
世
界
シェア
の
50
％

強
を
占
め
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
新
興
国
で

の
市
場
拡
大
や
排
ガ
ス
規
制
強
化
を
背

景
に
需
要
は
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
機
能
粉
事
業
。
こ
れ
は

O
A
機
器
用
の
ト
ナ
ー
に
用
い
ら
れ
る
マ

グ
ネ
タ
イ
ト
な
ど
が
中
心
で
す
。
市
場

は
欧
州
の
景
気
後
退
を
受
け
、
目
下
の

と
こ
ろ
低
調
と
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ア
メ
タ
ル
事
業
で
は
、
主
に
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
ガ
ラ
ス
研
磨
に
使
わ
れ
る
セ

リ
ウ
ム
系
研
磨
材
な
ど
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
原
料
の
多
く
は
中
国
産
で
、
そ

の
調
達
を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
に
なって
い
ま
す
。
そ
し
て
単
結
晶
事

業
で
は
、
レ
ン
ズ
製
造
用
の
フ
ッ
化
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
扱
って
い
ま
す
。
半
導
体

製
造
装
置
向
け
は
低
調
で
す
が
、
カ
メ

ラ
向
け
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
つ
の
事
業
は
、
先
ほ
ど
述

べ
ま
し
た
と
お
り
特
に
大
き
な
成
長

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
あ
り
、
当
社

は
積
極
投
資
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
電
池
材
料
事
業
に
関
し
て
言
い
ま

す
と
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了
の
影

響
な
ど
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
市

場
は
一
過
性
の
谷
間
も
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ

の
後
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
よ
り

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
へ
の
移
行
が
本

格
化
し
、
電
気
自
動
車
市
場
が
急
速

に
立
ち
上
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
流
れ
を
捉
え
、
当
社
は
竹

外
生
産
拠
点
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
新
会
社PT. M

itsui K
inzoku 

Catalysts Jakarta

（
Ｍ
Ｋ
Ｃ
Ｊ
）を
設

立
し
、
主
に
同
国
内
向
け
の
製
品
供

給
体
制
を
構
築
中
で
す
。
工
場
は
、
本

年
末
ま
で
に
建
屋
の
建
築
と
設
備
導

入
を
完
了
し
、
来
年（
2
0
1
3
年
）4

月
か
ら
製
品
の
量
産
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　
触
媒
事
業
の
今
後
に
向
け
た
も
う

1
つ
の
動
き
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
に

お
け
る
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
す
。

こ
の
2
つ
の
国
の
二
輪
車
市
場
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
が
シ
ェ
ア
を
拡

げ
て
い
ま
す
。
開
発
機
能
を
持
っ
た
部

門
を
現
地
に
置
い
て
、
ロ
ー
カ
ル

メ
ー
カ
ー
と
の
関
係
を
築
き
、
そ
の

二
輪
車
製
品
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
仕
様
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

触
媒
需
要
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
機
能
材
料
事
業
の
拡
大
は
、
必
然

的
に
海
外
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
実

現
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
対

応
を
進
め
つ
つ
、
技
術
力
の
向
上
に

よ
り
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
く
姿

を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
の
中
で
も
、
機
能
材

料
事
業
は
特
に
幅
広
い
材
料
と
技
術

を
扱
っ
て
お
り
、
新
規
材
料
開
発
に

お
い
て
は
最
も
先
端
的
な
分
野
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま

す
。
当
事
業
の
拡
大
に
よ
り
、
三
井
金

属
グ
ル
ー
プ
全
体
の
持
続
的
成
長
を

牽
引
し
、
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
粉
体
合
成
や
分
析
・
評
価
な
ど
要

素
技
術
の
ひ
き
だ
し
が
多
い
当
社
は
、

様
々
な
視
点
か
ら
材
料
開
発
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
機
能
材
料
事

業
の
優
位
性
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
力
を
さ
ら
に
活
か
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
環
境

保
全
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
社
会
課

題
の
解
決
を
図
り
、
新
し
い
価
値
を

世
の
中
に
も
た
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
株
主
の
皆
様
に
は
、
当
事
業
の
長

期
的
な
発
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

青
果
物
用
非
破
壊
内
部
品
質
セ
ン
サ
、
産
業
機
器
装

置
の
開
発・製
造・販
売
事
業
な
ど
が
、
会
社
分
割
に
よ

り
三
井
金
属
九
州
機
工
株
式
会
社
に
承
継
さ
れ
、

2
0
1
2
年
10
月
1
日
か
ら「
三
井
金
属
計
測
機
工

株
式
会
社
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
産
業
機
器
分
野
で「
も
の
づ
く
り
」を
支
え
る

企
業
を
目
指
し
ま
す
。

パ
ン
パ
シ
フ
ィッ
ク
・
カ
ッ
パ
ー
株
式
会
社
　 

は
、
独
立

行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
よ

り
、
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
ま
た
が
る
フ
ロ
ン
テ

ラ
地
域
に
お
け
る
銅・金

資
源
の
探
鉱
権
益
を
譲

受
し
ま
し
た
。
今
後
、

埋
蔵
鉱
量
を
確
認
の
上
、

開
発
を
検
討
し
ま
す
。

チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
境
地
域
に
お
け
る

銅・金
資
源
の
探
鉱
権
益
を
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク・カ
ッ
パ
ー
が
譲
受

9月
計
測
シ
ス
テ
ム
事
業
の
会
社
分
割
を
決
定

「
三
井
金
属
計
測
機
工
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

7月

第 88期上半期レビュー　ニュース編

パンパシフィック・カッパー株式会社
JX日鉱日石金属株式会社との合弁による銅事業会社
（当社出資比率34％）。資源開発から原料調達、製造
および販売まで一貫し、国内・海外で展開。

Q2.
主
力
事
業
で
あ
る
電
池
材
料

と
触
媒
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？

●	触媒事業のグローバル供給体制

2011年度 2014年度
（予想）

2012年度
（予想）

2013年度
（予想）

■ インドネシア
■ 中国
■ インド
■ タイ
■ 日本

インドネシアの拡大する
市場を取り込んでいく

●	排ガス用触媒の拠点別販売数量

インドにおける排ガス用触媒の製造・販売拠点として、
2005年に設立（当社100％出資）。場所は、デリー市南
西90kmに位置するハリアナ州バワル工業団地内。二輪
車向け排ガス用触媒については、三井金属グループで
最大となる年間1,000万個を生産し、インド国内を中心
に供給している。また、四輪車向け排ガス用触媒の生産
も手掛けている。

MKCJ

排
ガ
ス
用
触
媒
に
つ
い
て
、
詳
細
は
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Santiago

フロンテラ・プロジェクト
年
7
月
の
予
定
で
す
。
北
米・中
南
米
に
お
け
る
自
動

車
市
場
の
成
長
を
見
込
み
、
米
国
子
会
社

（G
EC

O
M

 C
orp.

）と
と
も
に
事
業
拡
大
を
図
り
ま

す
。

アルミニウム濾過装置「メタロフィルタ」Q1.
ま
ず
、
機
能
材
料
事
業
と
は

ど
の
よ
う
な
事
業
か
、
中
身

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q3.
最
後
に
、
株
主
の
皆
様
に
向

け
て
、
機
能
材
料
事
業
の
目

指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

原
製
煉
所（
広
島
県
）に
マ
ン
ガ
ン
酸
リ

チ
ウ
ム
の
生
産
設
備
を
設
置
し
、
車

載
向
け
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　
一
方
、
触
媒
事
業
に
お
い
て
は
、

各
国
の
環
境
規
制
導
入
と
と
も
に
、

排
ガ
ス
用
触
媒
を
搭
載
し
た
二
輪
車

の
需
要
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
見
通
し

で
す
。
そ
の
た
め
当
社
は
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
、
中
国
に
続
く
触
媒
事
業
の
海
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高い成長が見込まれる 電池材料と触媒に注力

事業本部長インタビュー

森田 　正久

取締役　兼　常務執行役員
機能材料事業本部長

　
機
能
材
料
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い

る
の
は
、
主
に「
電
池
材
料
」「
触
媒
」

「
機
能
粉
」「
レ
ア
メ
タ
ル
」「
単
結
晶
」

の
5
つ
の
事
業
で
す
。
こ
の
う
ち
将
来
の

大
き
な
成
長
が
期
待
で
き
る
の
は
、
電

池
材
料
と
触
媒
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
につ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
電
池
材
料
事
業
の
中
心
は
、
ニッ
ケ
ル

水
素
電
池
用
の
水
素
吸
蔵
合
金
や
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
用
の
マ
ン
ガ
ン

酸
リ
チ
ウ
ム
で
す
。
特
に
、
水
素
吸
蔵

合
金
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
販
売
好
調

を
受
け
、
売
上
を
拡
大
中
で
す
。
触
媒

事
業
は
、
二
輪
車
向
け
排
ガ
ス
用
触
媒

が
主
力
で
、
こ
れ
は
世
界
シェア
の
50
％

強
を
占
め
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
新
興
国
で

の
市
場
拡
大
や
排
ガ
ス
規
制
強
化
を
背

景
に
需
要
は
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
機
能
粉
事
業
。
こ
れ
は

O
A
機
器
用
の
ト
ナ
ー
に
用
い
ら
れ
る
マ

グ
ネ
タ
イ
ト
な
ど
が
中
心
で
す
。
市
場

は
欧
州
の
景
気
後
退
を
受
け
、
目
下
の

と
こ
ろ
低
調
と
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ア
メ
タ
ル
事
業
で
は
、
主
に
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
の
ガ
ラ
ス
研
磨
に
使
わ
れ
る
セ

リ
ウ
ム
系
研
磨
材
な
ど
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
原
料
の
多
く
は
中
国
産
で
、
そ

の
調
達
を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
に
なって
い
ま
す
。
そ
し
て
単
結
晶
事

業
で
は
、
レ
ン
ズ
製
造
用
の
フ
ッ
化
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
扱
って
い
ま
す
。
半
導
体

製
造
装
置
向
け
は
低
調
で
す
が
、
カ
メ

ラ
向
け
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
事
業
は
、
先
ほ
ど
述

べ
ま
し
た
と
お
り
特
に
大
き
な
成
長

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
あ
り
、
当
社

は
積
極
投
資
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

電
池
材
料
事
業
に
関
し
て
言
い
ま

す
と
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了
の
影

響
な
ど
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
市

場
は
一
過
性
の
谷
間
も
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ

の
後
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
よ
り

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
へ
の
移
行
が
本

格
化
し
、
電
気
自
動
車
市
場
が
急
速

に
立
ち
上
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
流
れ
を
捉
え
、
当
社
は
竹

外
生
産
拠
点
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
新
会
社PT. M

itsui K
inzoku 

Catalysts Jakarta

（
Ｍ
Ｋ
Ｃ
Ｊ
）を
設

立
し
、
主
に
同
国
内
向
け
の
製
品
供

給
体
制
を
構
築
中
で
す
。
工
場
は
、
本

年
末
ま
で
に
建
屋
の
建
築
と
設
備
導

入
を
完
了
し
、
来
年（
2
0
1
3
年
）4

月
か
ら
製
品
の
量
産
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

触
媒
事
業
の
今
後
に
向
け
た
も
う

1
つ
の
動
き
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
に

お
け
る
開
発
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
す
。

こ
の
2
つ
の
国
の
二
輪
車
市
場
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
が
シ
ェ
ア
を
拡

げ
て
い
ま
す
。
開
発
機
能
を
持
っ
た
部

門
を
現
地
に
置
い
て
、
ロ
ー
カ
ル

メ
ー
カ
ー
と
の
関
係
を
築
き
、
そ
の

二
輪
車
製
品
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
仕
様
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

触
媒
需
要
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

機
能
材
料
事
業
の
拡
大
は
、
必
然

的
に
海
外
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
実

現
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
対

応
を
進
め
つ
つ
、
技
術
力
の
向
上
に

よ
り
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
く
姿

を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
中
で
も
、
機
能
材

料
事
業
は
特
に
幅
広
い
材
料
と
技
術

を
扱
っ
て
お
り
、
新
規
材
料
開
発
に

お
い
て
は
最
も
先
端
的
な
分
野
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま

す
。
当
事
業
の
拡
大
に
よ
り
、
三
井
金

属
グ
ル
ー
プ
全
体
の
持
続
的
成
長
を

牽
引
し
、
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

粉
体
合
成
や
分
析
・
評
価
な
ど
要

素
技
術
の
ひ
き
だ
し
が
多
い
当
社
は
、

様
々
な
視
点
か
ら
材
料
開
発
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
機
能
材
料
事

業
の
優
位
性
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
力
を
さ
ら
に
活
か
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
環
境

保
全
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
社
会
課

題
の
解
決
を
図
り
、
新
し
い
価
値
を

世
の
中
に
も
た
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

株
主
の
皆
様
に
は
、
当
事
業
の
長

期
的
な
発
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

Q2.
主
力
事
業
で
あ
る
電
池
材
料

と
触
媒
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？

● 触媒事業のグローバル供給体制

2011年度 2014年度
（予想）

2012年度
（予想）

2013年度
（予想）

■ インドネシア
■ 中国
■ インド
■ タイ
■ 日本

インドネシアの拡大する
市場を取り込んでいく

● 排ガス用触媒の拠点別販売数量

インドにおける排ガス用触媒の製造・販売拠点として、
2005年に設立（当社100％出資）。場所は、デリー市南
西90kmに位置するハリアナ州バワル工業団地内。二輪
車向け排ガス用触媒については、三井金属グループで
最大となる年間1,000万個を生産し、インド国内を中心
に供給している。また、四輪車向け排ガス用触媒の生産
も手掛けている。

MKCJ

排
ガ
ス
用
触
媒
に
つ
い
て
、
詳
細
は
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q1.
ま
ず
、
機
能
材
料
事
業
と
は

ど
の
よ
う
な
事
業
か
、
中
身

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q3.
最
後
に
、
株
主
の
皆
様
に
向

け
て
、
機
能
材
料
事
業
の
目

指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

原
製
煉
所（
広
島
県
）に
マ
ン
ガ
ン
酸
リ

チ
ウ
ム
の
生
産
設
備
を
設
置
し
、
車

載
向
け
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　

一
方
、
触
媒
事
業
に
お
い
て
は
、

各
国
の
環
境
規
制
導
入
と
と
も
に
、

排
ガ
ス
用
触
媒
を
搭
載
し
た
二
輪
車

の
需
要
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
見
通
し

で
す
。
そ
の
た
め
当
社
は
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
、
中
国
に
続
く
触
媒
事
業
の
海

Mitsui Kinzoku Components India Pvt. Ltd.

010_0799701602412.indd   8-9 2012/11/15   9:22:19



決算のポイント

セグメント別業績の概況

（前年同期比 3.7％増）
億円312

売上高

（前年同期比 20.4％減）
億円51

経常利益 電池材料製品の販売が堅調に推移したも
のの、二輪車向け排ガス用触媒の販売減
少、レアメタル化合物の価格下落、在庫
要因等があり、経常利益は減益。

（前年同期比 4.7％減）
億円654

売上高

（前年同期は9億円の経常利益）
億円28

経常損失 亜鉛などの需要は震災影響のあった前年
同期に比べ増加したものの、金属価格が
下落。加えて在庫要因等により経常損失
を計上。

（前年同期比 22.6％減）
億円367

売上高

（前年同期比 45.9％減）
億円10

経常利益 市況低迷により、汎用銅箔および極薄銅
箔の販売が減少し、その他製品について
も低調に推移。その影響等により経常利
益は減益。

（前年同期比 15.5％減）
億円594

売上高

（前年同期は33億円の経常利益）
億円4

経常損失
各製品とも需要が総じて低調に推移。加
えて在庫要因等により経常損失を計上。

（前年同期比 17.6％増）
億円467

売上高

（前年同期比 148.8％増）
億円35

経常利益 北米市場等の好調な自動車需要やエコ
カー補助金の影響等により販売が増加
し、経常利益も増益。

金属・資源

％27.4

電子材料

％15.3

自動車機器

％19.5

素材関連

％24.8

1
POINT

　エコカー補助金の後押し等により、自動車産業に関連する製
品の販売は増加したものの、金属価格の下落や電子材料全般の
市況低迷により、その他の製品の販売が総じて減少。この結果、
売上高は前年同期比110億円（5.1％）の減収。

2
POINT

　損益面では、販売減少の影響および金属価格の下落等によ
り、営業利益は前年同期比75億円（56.8%）、経常利益は前年同
期比75億円（61.6%）の減益。さらに固定資産除却損等の特別損
失、税金費用等を計上した結果、四半期純利益は前年同期比
44億円（63.0％）の減益。

3
POINT 　通期では、当上半期決算と足もとの状況を勘案し、売上高は

4,160億円、営業利益は143億円、経常利益は120億円、当期
純利益は60億円の見込。

第 88期上半期レビュー　データ編

億円57
営業利益

（前年同期比 56.8％減）

億円46
経常利益

（前年同期比 61.6％減）

億円26
四半期純利益

（前年同期比 63.0％減）

億円2,070
売上高

（前年同期比 5.1％減）

％13.0
機能材料

※各セグメントの売上高および経常損益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。
※グラフはセグメント別の売上高構成比を表しています。

※�通期見込につきましては、2012年11月6日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々
な要因によって予想値と異なる場合があります。

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。

CLOSE�UP
 

有
害
物
質
か
ら
環
境
を
守
る

「
排
ガ
ス
用
触
媒
」

排
気
ガ
ス
を
浄
化
す
る
た
め
の
重
要
な
部
品

各
国
の
環
境
規
制
導
入
で
需
要
拡
大

　
排
ガ
ス
用
触
媒
と
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物（
N
O
X
）や
一
酸
化
炭

素（
C
O
）な
ど
を
浄
化
す
る
部
品
で
す
。
網
目
状
に
加
工
し
た
円
筒
形
の
ス
テ

ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
合
金
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
を
、
触
媒
反
応
を
起
こ
す
貴
金
属

類
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
焼
成
し
た
も
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
管（
マ
フ
ラ
ー
）

に
搭
載
さ
れ
ま
す
。

　
当
社
の
触
媒
事
業
は
、
二
輪
車
向
け
が
主
力
で
、
世
界
シェ
ア
の
50
％
強
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
け
る
環
境
規
制
の
導
入
が
進
み
、

排
ガ
ス
用
触
媒
を
搭
載
し
た
二
輪
車
の
需
要
が
増
加
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

欧
州
統
一
の
排
ガ
ス
規
制
基
準「
ユ
ー
ロ
3
」な
ど
、
環
境
規
制
が
要
求
す
る
数

値
は
、
排
ガ
ス
用
触
媒
の
搭
載
な
し
に
は
ク
リ
ア
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
当
社

は
本
年
1
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
生
産
拠
点
を
新
設
す
る
な
ど
、
こ
の
需
要
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

研
究
開
発
の
注
力
テ
ー
マ
は

「
省
貴
金
属
化
」に
よ
る
製
品
コ
ス
ト
の
低
減

　
排
ガ
ス
用
触
媒
に
は
、
有
害
物
質
を
除
去
す
る
た
め
に
、
白
金
、
パ
ラ
ジ

ウ
ム
、
ロ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
貴
金
属
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
使
用
を
低
減
す
る

「
省
貴
金
属
化
」は
、
製
品
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
重
要
な
テ
ー
マ
。
触

媒
性
能
や
耐
熱
性
・
耐
久
性
を
維
持
し
つ
つ
、
貴
金
属
の
使
用
を
抑
え
る
た
め

の
材
料
開
発
・
生
産
技
術
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
当
社
は
排
ガ
ス
用
触
媒
の
普
及
に
向
け
て
、
製
品
性
能
と

ロ
ー
コ
ス
ト
化
を
追
求
し
、
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

証券コード：5706

株主の皆様へ

2012年4月1日　　　2012年9月30日
上半期報告書第88期

ガソリン排ガス
一酸化炭素（CO）
炭化水素（HC）
窒素酸化物（NOX）

浄化された排ガス
二酸化炭素（CO2）
水（H2O）
窒素（N2）

● 排ガス用触媒の構造

三元触媒

3種類の物質を
同時に浄化 触媒部分

セラミックス基材

会社概要（2012年 9月 30日現在） 株式の状況（2012年 9月 30日現在）
社 名	 三井金属鉱業株式会社
（Mitsui�Mining�&�Smelting�Co.,�Ltd.）
［呼称：三井金属／MITSUI�KINZOKU］

設 立� 1950年5月1日

資 本 金� 42,129百万円

発行可能株式総数	 1,944,000,000株

発行済株式総数� 572,966,166株

株主数� 56,162名

所有者別株式分布状況

　株主の皆様には、平素から格別のご支援を賜り厚く御礼申しあげます。第88期上半期
（2012年4月1日から2012年9月30日まで）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、個人消費の持ち直しや米国経済の緩やかな回復基調
などがあるものの、円高や欧州金融危機の長期化、新興国経済の成長鈍化など厳しい
状況の中で推移しました。下半期においても、これらに加えて、中国における日本製品
の販売減少による影響も懸念されることから、先行きの不確実性は依然として高い状況
にあります。
　このような環境下ではありますが、三井金属グループでは、近く向こう３ヵ年の「攻め」
と「守り」の計画を策定し、中核３事業である機能材料、金属・資源、電子材料の各事
業体を中心にスピーディーかつグローバルに成長戦略を実行していくことで、役員・従業
員一同、「マテリアルの知恵を活かした素材事業にて持続的に成長する会社」を目指して
まいります。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
　なお、中間配当につきましては、財務体質改善を優先し、見送らせていただきました。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

ご挨拶

代表取締役社長

■�証券会社　1.97％
■�外国人　18.22％

■�その他法人　5.46％

■�金融機関　37.56％
■�個人・その他　36.79％

ご挨拶

第88期上半期レビュー　データ編

第88期上半期レビュー　ニュース編

事業本部長インタビュー　
機能材料事業本部長　森田　正久

CLOSE UP　有害物質から環境を守る
「排ガス用触媒」

contents

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日� 3月31日
期末配当の基準日� 3月31日
中間配当の基準日� 9月30日
定時株主総会� 6月下旬
株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社
同連絡先
　〒168-0063�東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

公告の方法
電子公告とする。
（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈	株式事務のお取扱い	〉
1.	未払配当金の支払のお申出先
左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

2.	住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
①� 証券会社へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社にお申し出
ください。

②� 証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様
は、左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な
情報を提供しております。 http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索
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